
〔学術集会〕2023年4月21日（金）～23日（日）
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早期事前参加登録受付中
2022年10月31日（月）まで



学術展示
スマートな働き方企画展示
COVID-19企画
がんゲノム医療合同展示
子ども向け企画展示

会場：丸ビル マルキューブ・TOKIAガレリア

丸の内・有楽町街ぐるみ企画
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学術展示・博覧会登録委員長ご挨拶

プログラム（予定）

早期事前参加登録受付中
2022年10月31日（月）まで

http://isoukai2023.jp/

http://isoukai2023.jp/ 医総会2023
事前参加登録
はこちらから

［ 主 催 ］日本医学会

［実行機関］第31回日本医学会総会

［主務機関］東京大学医学部、東京医科歯科大学医学部、慶應義塾大学医学部、
東京慈恵会医科大学、順天堂大学医学部、杏林大学医学部、昭和大学医学部、帝京大学医学部、
東京医科大学、東京女子医科大学、東邦大学医学部、日本大学医学部、日本医科大学、
国立がん研究センター、国立精神・神経医療研究センター、国立国際医療研究センター、
国立成育医療研究センター、東京都医師会

［事務局］〒113-8655 東京都文京区本郷7-3-1 東京大学医学部附属病院 中央診療棟2（8F）
TEL｜03-5800-8971　 FAX｜03-5800-6412　 E-mail｜office@isoukai2023.jp

第31回日本医学会総会 登録委員会
委員長 國土 典宏
国立国際医療研究センター理事長

　2023年4月に東京で開催される第31回日本医学
会総会の開催に向けて、組織委員会はもとより、都内
大学・国立研究開発法人・主要病院等が一丸となり準備
を進めております。
　メインテーマを「ビッグデータが拓く未来の医学と

医療～豊かな人生100年時代を求めて～」として、様々な分野の医学・医療の研究
者・従事者が一堂に会す本総会では、魅力的な学術プログラムを多数企画し、現地
開催とWEB配信を併用したハイブリッド方式で開催する予定です。
　また、丸の内・有楽町エリアで開催する博覧会では「みんなで健康 みんなの医療 
みんなが長寿」をテーマとし、多くの市民の方々に楽しみながら最新の医療に接し、
健康について考えていただけるような展示をも企画しております。
　他にも、本総会では、より多くの皆様に参加いただけるよう、様々な企画や、新たな
参加登録区分を考案しました。特にUnder 40、Over 75、団体登録割引など様々
な割引プランを用意しています。多くの皆様方にご参加賜りますようお願い申し
上げます。

ビッグデータがもたらす医学・医療の変革
■ビッグデータがどのように医療・医学を変えるか
■AIが変える医学研究
■リアルワールドデータを用いた臨床研究・疫学研究
■シングルセルレベルで身体・病態を理解する 他多数

革新的医療技術の最前線
■未来の手術機具・医療機器・ロボティクスデザイン
■遠隔診断・モニタリングの実現に向けた医工連携技術
■臓器代替技術の現状と新展開
■難病に対する遺伝子治療の推進 他多数

人生100年時代に向けた医学と医療
■健康長寿に関わるエビデンスの構築と医療政策への応用
■超高齢社会における生活習慣病のprecision medicine─ゲノム医療などの観点から─
■在宅医療・介護の制度改革およびテクノロジーの活用―より良い地域包括ケアシステムに向けて
■終末期医療の諸課題と各職種の役割 他多数

持続可能な新しい医療システムと人材育成
■持続可能な開発目標(SDGs)とグローバル・ヘルス
■医療人の働き方に関わる諸課題とその対策
■医療・介護の経済・財政的課題の改善に向けて
■今日の臨床研究におけるELSI（Ethical, Legal and Social Issues） 他多数

パンデミック・大災害に対抗するイノベーション立国による挑戦
■COVID-19に世界はどう対応したのか？
■COVID-19に日本はどう対応したのか？
■社会的システムとしての救急・災害医療―レジリエンスを高めるシステムの検討
■ポストコロナの保健医療システムの在り方 他多数

ご挨拶

第31回日本医学会総会
会頭 春日 雅人
朝日生命成人病研究所所長
国立国際医療研究センター名誉理事長

第31回日本医学会総会を「ビッグデータが拓く未来の医学と医療～豊かな人生
100年時代を求めて～」のメインテーマの下に、2023年4月に東京で開催致し
ます。
日本医学会総会は、1902年（明治35年）上野の東京音楽学校において「第1回
日本聯合医学会」を傘下の16学会の集いとして開催以来、4年毎に開催されてき
た伝統ある学術集会であります。
第31回日本医学会総会では、ポストコロナと少子超高齢社会という状況を踏
まえ、多くの医療関係者が学術集会や学術展示を通じて、医学・医療の最先端を
学ぶとともにその全体像を俯瞰し豊かな人生100年時代を目指す医療について
考える機会を提供したいと考えています。その際、ビッグデータに体現されるデ
ジタル革命、すなわちAI、IoT、ICT、ロボティクスなどの技術革新がどのような
スピード感でどのように医学・医療を変えていくかという点について認識を共
有することが出来たらと思います。
本総会では、学術集会、学術展示ならびに博覧会（市民展示）の全てを東京国際
フォーラムを中心とした丸の内・有楽町エリアで開催する予定にしております。
是非、会場に足を運んで頂き、久し振りに東京で開催される医学会総会をじっく
り楽しんで頂けたらと思います。残念ながら御来場頂けない場合にも、講演なら
びに展示をWEB配信致しますので、日本のみならず世界各地からのご参加が可
能です。
この総会が一人でも多くの皆様と未来の医学医療について共に考える機会に
なることを祈っております。

2022年2月

無限（インフィニティ）の形状を用い持続可能な
社会を表しています。
全体的な緑のカラー＝実り、豊かさ、安心
●黄緑＝患者
● 緑 ＝情報テクノロジー
●深緑＝医療関係者
矢印の形状＝進化

シンボルマークについて

第31回日本医学会総会では、従来のような大型の展示会場での開催
ではなく、東京駅周辺の丸の内・有楽町エリアにおいて、まちと一体と
なった博覧会の実現を目指します。

商標登録第6446867号



※1 団体登録割引：11名の登録につき1名無料となります。
詳しくは右頁の「団体登録割引のご案内」をご覧ください。

※2 学部学生もWEBからの事前参加登録が必要となります。
看護学部等、医学部以外の医療系学生も参加可能です。

※3 同伴者（医療従事者以外の家族）の登録はございません。

・参加登録をキャンセルされた場合でも、参加登録料は返金いたしません。
二重登録の場合でも返金できませんので、ご注意ください。
・お支払期限までに入金が確認できない場合は、ご登録をキャンセルさせていた
だきます。

・住所やご所属先の変更等、ご登録された内容に変更がある場合は、登録デスク宛に
メールまたはFAXにてご連絡ください。
お電話による変更は受付いたしかねます。

参加登録料 取得可能単位一覧参加登録の流れ

WEB申込
http://isoukai2023. jp/よりお申し込みください。

単位受講申込の流れ

FAX申込

登録完了メールが届きます。
●QRコードの発行
参加証を発行するため、当日は会場にQRコード
をご持参ください。

●単位受講申込専用サイトのお知らせ
産業医／健康スポーツ医研修単位の受講申込
は、このシステムから登録してください。

●マイページから領収書のダウンロードが可能です。

登録
完了

会期当日
（会場にて引換）

・参加証　　　・事前予約済プログラムの整理券
・コングレスバッグ引換券（参加証明書、ポケットプログラム含む）

登録完了メールが届きます。
・マイページから領収書のダウンロードができます。

事前参加登録完了後にご登録のメールアドレスに登録完了
メールが送信されます。
単位取得をご希望の方はメール内に記載の単位受講申込専
用サイト（マイページ）より、受講申込ができます。

団体登録割引のご案内

・同一区分での11名ご登録につき、1名無料となります。団体登録割引を適用
するためには、11名以上で同時に登録してください。（例：15名登録で1名
無料、22名登録で2名無料となります。）

・異なる参加登録区分や料金が混在した団体登録はできません。
・代表者の方がまとめて登録してください。登録の際には全参加者の氏名と
E-mailアドレスの登録が必要となります。なお、参加登録費のお支払い後
でも、氏名やメールアドレスの変更は可能です。

・団体登録完了後は、登録者個別に、参加登録システムログインIDとパス
ワードを発行しますので、以後は各人で個人詳細情報の入力やセッション
の登録等を行っていただけます。

・その他、ご不明な点等ございましたら、事務局までご相談下さい。

登録完了

登録完了通知と
領収書を1ヶ月以
内に郵送します。

クレジット
カード 銀行振込コンビニ支払

入金確認

仮登録完了メール
に記載の口座に登
録料をお振込みく
ださい。

オンライン
決済完了

仮登録完了メール
に記載の方法にて
登録料をお支払い
ください。

決済システムにて
コンビニ支払自動
確認

※FAX申込の方は、
産業医／健康スポー
ツ医研修単位や共催
セミナーへの事前参
加登録は行えません。

返信された仮登録完了
FAXに記載の口座に登録
料をお振込みください。

※入金確認作業に1週間ほど要しますので、
あらかじめご了承
ください。

2023年
4月上旬頃

参加登録証が
郵送されます。

お手元に届いたQR
コードが明記された
参加登録証をご持参
ください。

マイページよりログイン

単位受講申込専用サイトより登録

単位受講申込料支払い ※クレジットのみ

会場にて参加証を発行するため、事前参加登録完了時に届いた
メールに記載のQRコードを会場にご持参ください。

参加登録費／期間

割引プラン

キャンセルポリシー

参加登録区分

医師・歯科医師・研究者

Over75
（医師・歯科医師・研究者）
＊2023/4/21時点に満75歳以上

Under40
（医師・歯科医師・研究者）
＊2023/4/21時点に満40歳未満

医療情報担当者（行政・企業）

大学院生（医師・歯科医師）
もしくは卒後5年までの
医師・歯科医師

メディカルスタッフ
看護師・薬剤師・保健師・助産師・（臨床検査技師・その他　　　　）
病院事務・管理関係者・
その他医療従事者

大学院生
（医師・歯科医師を除く）

学部学生（※2）

参加方法

現地+WEB参加

現地+WEB参加

現地+WEB参加

現地+WEB参加

現地+WEB参加

WEB参加のみ

現地+WEB参加

WEB参加のみ

現地+WEB参加

WEB参加のみ

現地+WEB参加

早期事前
参加登録
2022/2/1
～2022/10/31

25,000円

15,000円

15,000円

30,000円

10,000円

7,000円

5,000円

3,000円

2,000円

1,000円

無　料

事前
参加登録
2022/11/1
～2023/4/7

30,000円

20,000円

20,000円

30,000円

10,000円

7,000円

5,000円

3,000円

2,000円

1,000円

無　料

当日
参加登録
2023/4/21
～2023/4/23

35,000円

25,000円

25,000円

35,000円

15,000円

10,000円

8,000円

6,000円

3,000円

2,000円

無　料

推奨

登
録
完
了

銀行振込

本総会への参加者には下記の単位を予定しております。
詳しくはWEBサイトをご覧ください。

■日本医学会分科会 研修単位
 日本薬理学会 日本病理学会
 日本血液学会 日本法医学会
 日本衛生学会 日本温泉気候物理医学会
 日本内分泌学会 日本内科学会
 日本小児科学会 日本感染症学会
 日本結核・非結核性抗酸菌症学会 日本消化器病学会
 日本循環器学会 日本精神神経学会
 日本外科学会 日本整形外科学会
 日本産科婦人科学会 日本眼科学会（予定）
 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 日本皮膚科学会
 日本泌尿器科学会 日本口腔科学会
 日本医学放射線学会 日本保険医学会
 日本医療機器学会 日本公衆衛生学会
 日本産業衛生学会 日本気管食道科学会
 日本アレルギー学会 日本化学療法学会
 日本麻酔科学会 日本脳神経外科学会
 日本輸血・細胞治療学会 日本医真菌学会
 日本糖尿病学会 日本神経学会
 日本老年医学会 日本人類遺伝学会
 日本リハビリテーション医学会 日本呼吸器学会
 日本腎臓学会 日本リウマチ学会
 日本肝臓学会 日本形成外科学会
 日本小児外科学会 日本脈管学会

 日本周産期・新生児医学会 日本臨床検査医学会
 日本核医学会 日本生殖医学会
 日本救急医学会 日本心身医学会
 日本消化器内視鏡学会 日本大腸肛門病学会
 日本超音波医学会 日本動脈硬化学会
 日本東洋医学会 日本小児神経学会
 日本呼吸器外科学会 日本医療情報学会
 日本集中治療医学会 日本臨床薬理学会
 日本脳卒中学会 日本高血圧学会
 日本臨床細胞学会（予定） 日本透析医学会
 日本乳癌学会 日本肥満学会
 日本血栓止血学会 日本レーザー医学会
 日本臨床腫瘍学会 日本呼吸器内視鏡学会
 日本プライマリ・ケア連合学会 日本手外科学会
 日本緩和医療学会 日本熱傷学会
 日本小児循環器学会 日本睡眠学会
 日本造血・免疫細胞療法学会 日本ペインクリニック学会
 日本病態栄養学会 日本認知症学会
 日本小児血液・がん学会 日本老年精神医学会
 日本臨床栄養代謝学会 日本骨粗鬆症学会
 日本アフェレシス学会 日本女性医学学会
 日本内分泌外科学会 日本婦人科腫瘍学会

■日本医師会認定産業医制度産業医学生涯研修単位
■日本医師会認定健康スポーツ医制度健康スポーツ医学再研修単位
■日医かかりつけ医機能研修制度応用研修単位
■日本医師会生涯教育制度学習単位
■日本専門医機構専門医 共通講習（感染対策、医療安全、医療倫理）

■協力機関 研修単位
 日本歯科医師会（予定） 日本看護協会

 日本薬剤師研修センター（予定） 日本病院薬剤師会

 全日本病院協会 社会医学系専門医協会（予定）

 日本医療情報学会 日本医療ソーシャルワーカー協会

 日本医療薬学会 日本栄養士会

 日本口腔ケア学会（予定） 日本作業療法士協会

 日本視能訓練士協会 日本助産評価機構（予定）

 日本診療放射線技師会 日本摂食嚥下リハビリテーション学会

 日本総合健診医学会 日本人間ドック学会

 日本臨床工学技士会（予定）

2022年2月1日現在


